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ですから、天にあるものの雛型は、これらのものによって清められねばなりませんが、

天にあるもの自体は、これらより優れたいけにえによって清められねばなりません。事実、

キリストは、本物の模型にすぎない、人の手で造られた聖所にではなく、天そのものに入

り、今や私たちのために神の前に現れてくださったのです。それも、毎年自分のものでな

い血を携えて聖所に入る大祭司とは違い、キリストは、ご自身を何度も献げるようなこと

はありません。もしそうだとすれば、天地創造の時から、度々苦しまねばならなかったは

ずです。ところが実際は、世の終わりに、ご自身をいけにえとして献げて罪を取り除くた

めに、ただ一度、現れてくださいました。そして、人間には、ただ一度死ぬことと、その

後裁きを受けることが定まっているように、キリストもまた、多くの人の罪を負うために

ただ一度身を献げられた後、二度目には、罪を負うためではなく、救いをもたらすために、

ご自分を待ち望んでいる人々に現れてくださるのです。（ヘブライ 9:23 ～ 28） 

 

著者は、「ですから、天にあるものの雛型は、これらのものによって清められねばなり

ませんが、天にあるもの自体は、これらより優れたいけにえによって清められねばなりま

せん」と言う。天にあるものの雛型である律法に基づく聖所では、祭司たちや大祭司が人

間の罪を清めていただくために、動物の血をいけにえとして献げた。しかし、天の聖所で

は、これらよりも勝ったいけにえによって、清められなければならない。その勝ったいけ

にえが、大祭司キリストである。「事実、キリストは、本物の模型にすぎない、人の手で

造られた聖所にではなく、天そのものに入り、今や私たちのために神の前に現れてくださ

ったのです 。」 キリストは、人間の手で造られた聖所にではなく、神のおられる天そのも

のに入り、私たちにために、神の前にご自身を現されたのである。キリストは、大祭司が

年ごとに自分のものでない、いけにえの血を携えて至聖所に入るように、度々ご自身を献

げるようなことはない。もしそうだとすれば、天地創造の時から、度々苦しまなければな

らないことになる。「ところが実際は、世の終わりに、ご自身をいけにえとして献げて罪

を取り除くために、ただ一度現れてくださいました 。」 永遠の大祭司キリストが人間の罪

を贖うためにご自身を献げられたのは「ただ一度」である。これによって、私たちは神の

恵みの御座に近づく救いを与えられたのである。人間にはただ一度死ぬことと、その後、

裁きを受けることが定まっているように、キリストが一度目に来られた時は、多くの人の

罪を負うために「ただ一度」ご自身を献げられたのである。そして、キリストが二度目に

来られる時は、罪を負うためではなく、世の終わりに与えられる全き救いをもたらしてく

ださるためである。その終末時の全き救いをもたらすために、「ご自分を待ち望んでいる

人々に現れてくださるのです」と述べている。二度目のキリストの来臨は、救いを完成す

るためであると述べている。ヘブライ書が、初めて説く終末信仰であるが、初代教会にお

いて、キリストの再臨を待ち望む信仰は篤いものであったことが分かる。それは反面、キ

リスト者たちが直面していた苦悩の深さを現しているとも言えよう。終末信仰は、神と直

接まみえる喜びの時を待望して、今の苦難を乗り越える力であったのである。 

大祭司キリストの血によって神に贖われ、罪が赦されている救いは「既に」与えられて

いるが、その救いは「未だ」完成していない。終わりの日に与えられる完成した全き救い

を持ち望む。キリスト者は「既に」赦されているという喜びと安心の中で、キリストの日

に完成される救いを望み、「未だ」途上の今を生きるのである。 


